天使が教えること
ここ数年、書籍の売上において最も注目を集めてきたテーマの一つは、天使だけでなく、霊的存在（魔女、吸血鬼など）の研究です。天使を扱った一般向けの書籍やペーパーバックの資料の多くは、聖書以外の情報源から集められた寓話、個人的な体験、宗教的情報に基づいています。これは興味深いことかもしれませんが、天使がどのような存在であり、何をするのかについての私たちの考えは、神の御言葉に限定しなければなりません。天使について御言葉を越えて考えるなら、彼らについての私たちの結論が正確であるという保証はありません。しかし、私たちが持っている情報が少ないにもかかわらず、聖書にとどまるなら、天使がどのような存在であるかについて真の姿を知っていると確信できます。私たちが知っていることは、次のように要約できます。
1. 彼らは、自由意志、意思を伝える能力、個々の人格、さまざまな超自然的能力など、多様な特性を持ち、純粋な霊である、創造された霊的存在であることを私たちは知っています。
1. 聖書は、彼らのうち少数の者の名前（ミカエル、ガブリエル、ルシファー）だけを挙げていますが、彼らの数は数え切れないほどであることを私たちは知っています。
1. 天使には階級があり、何らかの理由で、他の者よりも高い地位にある者もいます。
1. 聖書は、サタンに率いられた多くの天使たちが神に反逆し、裁かれ、天から追い出され、現在、イエスが再び来られるときに受ける最終的な刑罰を待っていると教えています。
1. 私たちは、天使には主要な役割があることを理解しています。 彼らは使者です（angelという語が意味するものです）。
1. 彼らは地上の人々に仕え、奉仕します。
1. 彼らは天の領域で神を賛美します。
ここではすべての詳細や参考箇所を示してはいませんが、これらの事実によって、聖書が天使について教えていることの大部分が十分に網羅されています。天使を見た、あるいは天使に救われたと主張する人々による奇怪な話や映画、証言がありますが、私たちが確実に知っている唯一のことは、神ご自身が私たちに明らかにしてくださることです（天使は神の許可なしに自分自身を現すことを許されていません）。
聖書が私たちに与えている情報を土台として、天使たちが何らかの形で私たちに教えている事柄をいくつか挙げたいと思います。
天使たちは私たちに謙遜を教える
神はどの天使に対しても、「あなたはわたしの子。今日、わたしがあなたを生んだ」（詩篇2・7）などと言われたことはありません。しかし、イエスに対しては、そう言われたのです。さらに、「わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる」（Ⅱサムエル7・14）と宣言されました。
- へブル人への手紙 1:5
列王記第二は、ヒゼキヤ王の物語と、一夜のうちに、たった一人の御使いがアッシリア軍全体（18万5千人）を滅ぼした出来事を語っています。私たちは、御使いたちが人間の姿に変えられ、人間にメッセージを届けたことについて読みます。御使いたちは力があり、知性に富み、永遠の存在です。それでも、へブル人への手紙には、神が彼らを「わたしの子」と呼んだことは決してない、と記されています。ローマ人への手紙8章15節では、神の子どもたちは神を「アバ」、すなわち父さんと呼びます。しかし、御使いが神とこのような関係を持ったことは一度もありません。イエスの弟子たちは、弱く罪深い者であるにもかかわらず、知性と力において優れている御使いたちよりも良い立場にあります。それでも御使いたちは、何の疑問も持たずに、人に仕えるという自分たちの役割を受け入れています。
謙遜とは、不平や不満を言わずに、私たちに与えられた役割を受け入れることです。それは、弱く、受けるに値しない人々を、高慢になったり憤慨したりすることなく愛し、仕える能力です。謙遜とは、自分を下に置き、耐え忍び、自分の才能と立場を適切に評価する能力です。また、私たちが持っているものは何であれ、私たちに与えられたものであると悟ることでもあります。
私たちは、自分たちより劣った存在である者たちの使者また僕としての役割を受け入れた、これらの力ある霊的存在から謙遜について学ぶことができます。そして、彼らは信仰のゆえに、喜んでそうしたのです。
天使たちは私たちに柔和さを教える
天使として最高の権威を持つミカエルでさえ、モーセの体について悪魔と言い争った時、あえて相手をののしったり、あざけったりはせず、「主がおまえをとがめてくださるように」と言っただけではありませんか（ダニエル10章）。
- ユダの手紙 1:9
申命記34:6は、神がモーセを召して御許に迎えられたとき、彼が完全に健康であり、その遺体が誰にも見つけられない場所に葬られたことを私たちに伝えています。これはおそらく、ユダの手紙ヤ人や他の人々がそれを聖所や何らかの偶像の中心に変えてしまうのを避けるためでした。このことは、大天使ミカエルと悪魔との間で彼の遺体について争いがあったことの説明になるかもしれません。悪魔は、ユダの手紙ヤ人にとってつまずきの石を作り出すために、それを明らかにしたかったのかもしれません。
結局、この力ある存在（彼は光に属し、サタンは闇に属しているため、サタンよりも力がある）が語った唯一の言葉は、主に彼を叱責していただくよう（禁じる、または命じるよう）呼び求めることでした。サタンは、神が彼に許しておられないことをミカエルに言わせたり、行わせたりすることができませんでした。彼にはサタンを滅ぼす力がありましたが、そうする許可はありませんでした。
柔和さとは、私たちの自己意志を他者の支配下に置いておく能力です。自己中心的な人々は、自分の思いどおりにしたいと望み、しかも今すぐそれを望みます。自己中心的な人々は、自分の方法が最善であり、唯一の方法だと考え、他の誰かが同じように良い考えを持っているかもしれないとは、めったに考えません。自己中心的な人々は、自分の権威に対する挑戦を、あまり快く受け入れません。
柔和とは、自己の意志を取り除くこと（それは不可能です）ではなく、他者の意志が自分の意志を支配することを受け入れる用意があるという性質です。ミカエルはサタンに対してそれを実践しました。イエスは園でそれを実践されました（「わたしの意志ではなく、あなたの御心がなりますように」）。私たちも、自分の意志ではなく、あらゆる状況において神の御心を行おうと求めることによって、それを実践できます。これを実践するなら、他の人々にも従うことができるようになります。
天使たちは私たちに忍耐を教えます
¹⁰ この救いについては、昔の預言者も完全に知っていたわけではありません。救いの預言はしましたが、それが実際には何を意味しているのか、自分でもよくわからなかったのです。 ¹¹ 心の中のキリストの御霊が何を語っておられるのか、理解していませんでした。聖霊は、やがてキリストの身にふりかかる苦難と、それに続く大きな栄光とを書きとめるように命じられたのです。彼らは、いったいそれが、いつ、だれに実現するのか知りませんでした。 ¹² 彼らは、これらが自分たちの時代にではなく、ずっとあとに、すなわち今の時代に実現することを知らされました。そして今ついに、この福音（イエス・キリストによる救いの知らせ）は、私たち主を信じる者全員にはっきり告げ知らされたのです。これは、預言者に語られた時と同様、天から遣わされた聖霊の力によって伝えられたのでした。それは、天使でさえ知りたいと願ったことでした。
- ペテロの手紙Ⅰ 1:10-12
ペテロは、キリストにおける神の完全な啓示を知っていることによって、私たちが得ている大きな利点について説明しています。私たちは、神の計画が、私たちの罪のためにイエスを死なせ、死者の中から復活させることによって私たちを救い、私たち自身の死者の中からの復活を保証することであると知っています。私たちは、信仰が神の救いの申し出に対する正しい応答であり、イエスへの信仰は、自分の罪を悔い改め、イエスの名によってバプテスマを受けることによって表されると知っています。また、イエスがすべての人を裁くために再び来られ、教会を永遠に天の領域へ連れて行かれることも知っています。
私たちはこのことを知り、教えています。また、この真理に従って生きており、忠実で実を結び続けるための絶え間ない励ましの源となっています。しかしペテロが言っているのは、旧約聖書において、待ち、仕え、苦しんだ預言者たちは、これらのことを知らなかったということです。天使たちでさえ、知りたいと切望し（望み、あこがれ）ましたが、知ることはありませんでした。預言者たちは短い生涯を送り、死にました。彼らは終わりが来るのを、眠りの中で待っています。しかし天使たちは意識を保ち続け、何千年もの間、彼らもまた待ち、仕え、神に忠実であり続けなければなりませんでした。忠実であり続けることは、ある期間にわたる意志の行為であり、天使たちは、最も力ある存在でさえ、忍耐して主を待ち望む必要があることを私たちに教えています。
次に、神があなたの祈りに答えてくださらなかったり、導きを与えてくださらなかったりして、いら立ちを覚えるときには、神の計画を知りたいと切望しながら、その願いが満たされるまで何千年も待たなければならなかった天使たちのことを考えてください。ここで覚えておくべき点は、最終的に彼らの忍耐が報われたということです。あなたも神を忍耐強く待つなら、同じように報われるでしょう。
要約
ヘブライ人への手紙1:14は、天使たちが「奉仕する霊であって、奉仕を受け継ぐことになる者たち（聖徒たち）に仕えるために遣わされた」と教えています。ヘブライ人への手紙の著者が現在時制で語っていることに注目してください。これは、天使たちが過去だけでなく、現在の時代にも行っていることです。彼らが今日、私たちにどのように仕えているのかについては、私たちは正確には分かっていません。
· 教会のための働きを助ける
· サタンから守る
· 私たちが生き、また死ぬときに助ける
これらは、彼らが過去に神の民を助けた方法であり、今日も助け続けている可能性があります。彼らの存在が現実のものであり、私たち一人ひとりの益のために献身していることは確かです。また、私たちはクリスチャンとしての行動に、彼らの特質のいくつかを取り入れることもできます。
· 彼らがそうするように、私たちも神の前にへりくだることを学びます（より力のある者たちがそうするのなら、私たちもそうすべきです）
· 私たちは、自分の意志をキリストによって定めていただき、他の人々と競い合わないことを学びます（おそらく、何百万もの天使たちの間に争いがないのは、誰もいつも自分の思いどおりにしようとしていないからです）
· 私たちは、時が来れば（私たちの時ではなく、神の定められた時に）主が来られ、ついには死から解放されることを知って、忍耐することを学びます
私たちはもう一つ最後の教訓も学びます。それは、誰も裁きを免れないということです――天使でさえもです。
また、もう一つ心にとめてほしいことがあります。それは、かつては汚れなく、きよい存在であったにもかかわらず、罪に堕落していった、あの天使たちのことです。神は、彼らを審判の日まで鎖につなぎ、暗黒の牢獄に閉じ込めてしまわれました。
- ユダの手紙 1:6
これは、主が来られるまで、慎み深く、純潔に、献身的に、そして忠実に生きるよう私たちに教えるはずです。神はすべての者を、天使たちさえも裁かれます。それゆえ、主が来られるときに備えていなければならないことを、これは教えています。もしこの教えがあなたの心に触れ、あなたが裁きにおいて主にお会いする備えができていないと知っているなら、罪を悔い改め、イエスの御名を呼び求めてバプテスマを受け、その大いなる日に備えてはどうでしょうか。また、忠実でなかったクリスチャンであるなら、赦しを求めて神との正しい関係に回復されてはどうでしょうか。
これらのことのどちらかを行うとき、あなたが主キリストのもとに来ることを、天使たちが喜んでいることを理解しなさい。
